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2000年代以降に主にニューヨークで様々な画家が描いた絵画と、パフォーマンス作家、
荒川ナッシュ医による展覧会。2003年から共同作業を続ける荒川ナッシュは、「私」とい
う主体を再定義し、アートの不確かさをグループ・パフォーマンスとして表現してきまし
た。ストロークはシナリオに、キャンバスは役者に、色彩は音楽に変容します。コンセプチュ
アルかつ祝祭的なパフォーマンスによって、鑑賞者は絵画との新しい関係を育むでしょう。
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田名網敬一  RETROSPECTIVE（仮）

アンリ・マティスは後半生を過ごすニースで、色が塗られた紙をはさみで切り
取り、それを紙に貼り付ける技法「切り紙絵」に取り組みます。ニース市マティ
ス美術館の所蔵作品を中心に、《花と果実》を含む切り紙絵に焦点を当てなが
ら、絵画、彫刻、素描、版画等を紹介します。最晩年にその建設に取り組んだ
ヴァンスのロザリオ礼拝堂にも着目し、建築から室内装飾、祭服に至るまで、
マティスの至高の芸術を紹介いたします。

パンデミックをきっかけに考えるようになった社会の在り方、その中の私た
ちの暮らしや労働など、様々な事象を現代美術を通して考察する展覧会です。
全世界規模の「Pan-」と、非対面の遠隔操作「リモート」の2つの視点から、グ
ローバル資本主義や社会のデジタル化といった現代美術における従来のテー
マを新たに捉えなおします。過剰な監視システムや精密なテクノロジーのも
たらす滑稽さ、その中で生きる人間の深い孤独を感じさせる作品群は、今の
時代、またポストコロナ時代の世界と真摯に向き合うものです。

日本人アーティスト、田名網敬一の世界初となる大規模回顧展を開催いたし
ます。本展では田名網の半世紀以上に渡る創作活動を紐解くキーワードとな
る「記憶」を辿って、その作品の全貌に迫ります。新作のペインティング、立体
作品、アニメーションに加え、60年代後半から70年代初めにかけて制作され
た貴重なグラフィックデザインやイラストレーション、80年代にかけて制作さ
れた極彩色の木彫シリーズの他、近年スタジオで発見された最初期のポップ
アート作品も展示されます。

少年漫画、少女漫画、青年漫画、と幅広いジャンルにおいて多様な作品を世に
送り出してきた女性4人の創作集団CLAMPによる活動の軌跡をたどる原画
展を開催いたします。出版社や掲載雑誌を横断して、デビューから現在まで
の作品を、漫画原稿を中心に展示します。CLAMPがこれまでの作品を通して
年齢・性別・国を超えて読者たちを魅了し、届けてきたメッセージをいま、改
めて紐解く大規模展覧会です。

主催：国立新美術館、
ニース市マティス美術館、
読売新聞社、
日本テレビ放送網

主催：国立新美術館

主催：国立新美術館、朝日新聞社

主催：国立新美術館、CLAMP展製作委員会

アンリ・マティス《花と果実》　
1952 -1953年  切り紙絵
410×870 cm
ニース市マティス美術館蔵
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掲載の情報は変更となる場合がございます。
最新の情報はハローダイヤル、ホームページにてご確認ください。
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絵のアティテューズ―荒川ナッシュ医（仮）

開館時間 ： 10：00～18：00　会期中の毎週金・土は20：00まで
  （入場は閉館の30分前まで）

休館日 ： 毎週火曜日（ただし4月30日（火）は開館）、年末年始

アクセス ： 東京メトロ千代田線乃木坂駅　
  青山霊園方面改札6出口（美術館直結）
  東京メトロ日比谷線六本木駅 4a出口から徒歩約5分
  都営地下鉄大江戸線六本木駅 7出口から徒歩約4分
  ※美術館に駐車場はございません

お問合せ ： 独立行政法人国立美術館 国立新美術館
  〒106-8558 東京都港区六本木7-22-2
  TEL：050-5541-8660（ハローダイヤル）
  URL：https://www.nact.jp

主催：国立新美術館
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荒川ナッシュ医《ネメシス・ペイン
ティング（猫なで声のパフォーマン
ス！）》2022年、デビッド・ズワー
ナー、ニューヨーク
撮影： Santiago Felipe
Courtesy of the artist and David 
Zwirner

2月14日（水）― 5月27日（月） 3月6日（水）― 6月3日（月）

7月3日（水）―9月23日（月・休） 8月7日（水）―11月11日（月）

10月30日（水）―12月16日（月）


